
 

市長にハッキリものが言えるのが日本共産党
の 4 人の議員団です。北部で最低の子どもの医
療費助成の拡充、政治が本腰いれた災害対策の
充実、高齢者が安心できる移動手段の確立など
の実現に向けてがんばります。私はあきらめませ
ん。 

皆さんから切羽詰まった要求、願いを寄せて
いただきました。今の市政が市民の暮らし目線
に立っていないことの表れです。広範な皆さんと
立場の違いを超えて、平和・防災・暮らしの願い
実現のため力合わせて頑張ります。 

多数大激戦のなか、私を奮い立たせてくれたのは、
出会った人たちや中学生たちの「今こそハッキリものい
う人が大事や」「あったかい給食にしてほしい」という願
いでした。住民こそ主人公です。平和といのちと暮らし
を守るため、みなさんと力あわせてがんばります。 

 みなさんから寄せられた 1438 票の重みを胸に刻み
ながら、憲法 9 条の改悪、消費税増税を許さず、当面
する市長選挙などでの勝利をめざして共に力をあわせ
ましょう。 
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